
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1.新型コロナウイルス感染拡大により、オンラインでの開催へ切り替えるなど実施方法を一部変更したことに伴い、参加者が減少。

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

・フォーラム等を通じて深めてきた「これからの時代に必要な学び」に
ついて、具体的な実践につなげることが必要。
・共に多様な学びをつくる実践活動のさらなる推進が必要。

・世界最先端の学びなど多様な学びに触れながら、学びに関わる立
場の人が互いに交流できる機会を創出し、学びの関係人口を拡大
する。
・県が主導する方式から、多様な主体との協働により実施する方式
に改めることで、関係者のオーナーシップを高め、持続可能な実施
体制が構築されることを目指す。

主な取組

「Learn by Creation NAGANOプレーヤーズコネクト」の開催

　　日時　　　令和３年12月18日（土）－19日（日）
　　参加者　  のべ750名が視聴
                  （オンライン視聴及びパブリックビューイング等）
　　内容　　　県内外の最先端の学びを知り、実際に楽しみ、
　　　　　　　　実践しているプレーヤーによるトーク・対談など

1.「学びの県づくり」を県民とともに推進するため、県民の意識醸成効果としてフォーラム・ワークショップへの参加者数を成果指標に設定。
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【実施内容】

・「Learn by Creation NAGANO」の開催
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【現状】

・これまでフォーラムを通じて深めてきた「これからの時代に必要な学び」について、具体的な実践につなげる必要がある。
・県内で特徴ある学びを展開している人同士の交流を活発にすることで、新たなアイディアや価値が創発されやすい関係性を醸成していく
ことが必要。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）
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～ E-mail seisaku@pref.nagano.lg.jp
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・子どもから大人まですべての県民が主体的に学び、個々の持つ能力を社会の中で発揮している。
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1 信州学び創造事業
・イベント「Learn by Creation NAGANO」の開催
・WEB上の学びの交流プラットフォームの構築


